








主な取組み一覧

●「間伐材ベンチ設置プロジェクト」への参加 
●環境に配慮した「エコアクション21」の認証、登録 
●電気自動車、電動バイクの導入による二酸化炭素の排出削減　　　等 

豊かな自然や、住みやすいまちは、未来へ引き継いでいきたい地域の宝物です。 
わたしたちは地域の皆さまとともに、環境を守り、まちを育てる取組みを長年続けています。今のためだけではなく、未来の子ども
たちや次の世代のために、わたしたちにできることを、今後も一つずつ積み重ねてまいります。 

社会環境（地域社会や自然環境） ×環境持続可能性（はぐくむ）における当金庫の取組み
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「明日はどこで練習できるの……？」 

中野や杉並を拠点に活動するチアダンスチーム「TIGERS 

DANCE TEAM（ティガーズダンスチーム）」の子どもたち

にとって、それは切実な悩みでした。学校の統廃合や利

用ルールの厳格化により、地域の練習場所は慢性的に不

足していました。週末になれば、重い荷物を抱えて午前

中はこちらの学校、午後はあちらの体育館と複数の練習

場所を移動して回ることが常態化していたのです。

この不安定な環境は、周囲が想像する以上に深刻な影を

落としていました。かつて150名いたメンバーは、100名

ほどにまで減少しました。その理由は、保護者の送迎負

担だけではありません。ティガーズダンスチーム代表の君

島さまは「練習環境が不安定だと十分な時間が確保できず、

子どもたちが自信を失ってしまう」と考えていました。レベ

ル向上への不安から、大好きだったダンスを諦めてしまう

親子も少なくありませんでした。

かねてより地域の声を受け、西武信用金庫は店舗の会議

室をコミュニティスペースとして開放していました。当初、

担当者たちは「会合やイベントの場所が足りない」という

ニーズは把握していましたが、スポーツチームがこれほど

までに練習場所の確保に苦労していることは、正直なとこ

ろ「盲点」でした。君島さまとの対話を通じて初めて、子ど

もたちの居場所が失われているという地域の深刻な課題

に気づかされたのです。

眠っていた会議室が「子どもたちの夢」を育む場へ
―ステークホルダー（地域の仲間）との対話が紡ぐ、資産の新しい価値

ストーリー 14

職員が不在の土日でも安全に利用できるよう、セキュリティ

システムを改修し、地域の方々がいつでも集まれる環境を整

えていました。チームの子どもたちも保護者も会議室が練習

場所となると知ってびっくりするとともに、「ありがたい」と皆に

喜びの声が広がりました。

しかし、場所を貸すだけで終わりにはしませんでした。実

際に利用が始まると、君島さまから現場の小さいけれど無

視できない声が届きました。「チアダンス特有のテクニック

のため、（体育館の板と違って会議室の）絨毯だとターンの

際に摩擦でシューズがすり減ってしまうのです」。この声は、

会議室利用しか想定していなかったわたしたちにとっての

気づきでした。ダンスチームとの継続した対話を受けて、

スポーツ専用のダンスマット導入を検討しはじめました。

「中野の駅から近く、地元の子が多いので、中学年くらい

になると子どもたちだけで通えるようになりました。姉妹

で別々の会場へ送迎する必要もなくなったと、保護者の

方々もホッとされています」。この安心してここにある「安

定した場」は着実な好循環を生んでいます。

練習場所確保の不安が解消されたことで、子どもたちは

日々のトレーニングに集中できるようになりました。その成

果は、2026年５月の世界大会での優勝・準優勝という形

で結実しています。 「場所が安定すればレベル別の指導がで

き、それが子どもたちの自信につながります。経営が安定

すれば、新たな指導者を迎え、さらに質の高い環境を還元

できる。そんな良い循環が生まれるよう頑張っています」。

「西武さんは、私たちにとって本当に『救世主』のような存在

です」。君島さまのその言葉は、単なる感謝以上の意味を持っ

ています。ステークホルダーの小さな声を受け止め、対話

をしておたがいにとって良い判断を重ねていく、ともにわた

したちの持つ資産の価値を定義し直していくこと。子どもた

ちの歓声が響く会議室は、対話をし続けることから生まれた

「安定した場」として社会をささえ続ける存在となっています。
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主な取組み一覧

●一般会員の意見を取り入れた、金庫経営の実践 
●総代会の実施 
●お客さまの声を取り入れるための「お客さま相談室」の設置　　　等 

わたしたちは、地域や会員の皆さまとの対話を大切にしています。 
地域にはどのような課題があるのか、わたしたちにどんな期待が寄せられているのか。その声をしっかり受け止めながら、日々の
活動や経営に活かしています。 
地域や会員の皆さまとともに成長する協同組合として、今後も皆さまとの対話を重ねてまいります。 

オーナーとファイナンスパートナー（会員の皆さま）×透明性と共同の意思決定(対話する）における当金庫の取組み
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「やさしくしようと努力して言葉を選ぶと、回り回って自分

も周りもやさしくなれる気がするのです」ーー千駄ヶ谷支店

の今野さんは、プロジェクトを終えて、そう静かに語りまし

た。

西武信用金庫が初めて手がけたアロマプロジェクト。営業

店の空間を、やさしい香りで満たそうという試みです。集

まったのは、各営業店の事務の要となっている事務長たち

でした。声がかかったとき、今野さんは「え、アロマ?」と「?」

マーク、原宿支店の平林さんは「呼ばれてもなぁー」。現場

の業務を切り盛りしている事務長たちにとって、そんな感

じの、戸惑いながらのスタートでした。

しかしプロジェクトが始まると、自由な意見が次々と出てき

ました。「ご高齢の方が多いので、落ち着いた香り」「コー

ポレートカラーのブルーから、海の香り」「緑が多いエリア

なので、森林の香り」「都内は法人が多いから、洗練された

香り」ーーどれも、日々お客さまと向き合ってきた現場の感

覚から立ち上がってきた言葉でした。専門家として伴走し

た株式会社生活の木さまのご担当者が、それらを一つひと

つメモし、香りの三層構造ーーベース・ミドル・トップーー

を解説しながら、抽象的なイメージを試作品へと変えてい

きました。

事務長同士は、おたがいによく知った人たちでした。「普

段の仕事の雑談を交えながら、楽しくできました」と今野さ

んは振り返ります。そのなかで、終始ぶれなかった軸が二

つありました。「お客さまが不快にならないこと」と、「職員

が心地よく働けるよう、気持ちが整うこと」。お客さまへの

やさしさと、職員へのやさしさ。それは別々のものではなく、

地続きのひとつのものとして語られていました。

何度も香りを嗅いでいるうちに鼻が判別できなくなり、意

見もバラバラに割れてしまうようなこともありました。それ

でも「百貨店の売場のような匂いにはしないようにしよ

う」ーーそんな現場の節度も、自然に共有されていきました。

Save Blue ～ やさしい時間
―現場の対話から生まれた香りの空間

ストーリー 15

金融機関として、相手の領域に踏み込みすぎない控えめな

香り。これも、職員自身が現場感覚で出した答えでした。

香りのネーミングはみんなで決めようということになりまし

た。今野さんが「やさしさ」を意味する「カインド」という案を

出すと、偶然にも別のメンバーから、まったく同じ言葉が

提案されていました。「やさしさ」という言葉が、誰かに指

示されたのではなく、職員一人ひとりの心から自然に選ば

れていました。

完成した「Save Blue ～ やさしい時間」が窓口に置かれた

ある日、来店した50代くらいの男性のお客さまから「いい

香りがするね」と声をかけられました。今野さんはその瞬間、

深く安堵したといいます。

西武信用金庫は、お客さまと職員がおたがいに助け合うこ

とを前提にした協同組合です。声を出し合い、形にしてい

く仲間として、職員もまた、その輪の内側にいます。

「みんなで意見を出し合って作り上げていくのって、とても

いいと思います。昔より、どんどんやさしくなっている気

がします」ーー今野さんの言葉は、組織の変化を、静かに

告げていました。

西武信用金庫の営業店にお越しください。Save Blue の

やさしい香りでそっとお迎えいたします。
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主な取組み一覧

●経営と職員の対話による意見交換会の実施 
●営業店と本部が一体となった、横断的な各種プロジェクトチームによる活動　　　等 

より良い職場や新しい挑戦は、日々の対話の中から生まれています。 
わたしたちは、役職員おたがいの声に耳を傾けながら、一緒に考え、一緒に前へ進むことを大切にしています。 
どんな立場の職員でも意見を伝えやすく、誰もが安心して永く働ける組織を今後も創っていきたいと考えています。 

従業員（ともに働く役職員） ×透明性と共同の意思決定(対話する）における当金庫の取組み
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新しい駅やビルが建つ。再開発のニュースは、いつもハー

ドの話です。けれど同じまちに、見えないものを見えるか

たちにする人がいます。

東京都中野区、2018年に区の呼びかけで始まった「ナカ

ノミライプロジェクト」ーー住民・企業・行政が、ともにま

ちの未来を考える協創の場です。当初は外部の支援を受

けていましたが、やがてその手を離れ、行政、地域の企業、

一参加者の西武信用金庫の職員が、自分たちで8年間に

わたり続けてきました。ある日のワークショップ、参加者

はテーブルに分かれ、付箋を手にします。子育て世代に

届けたい情報や、このまちの魅力を、模造紙の「ハード面」

と「ソフト面」へ書き分けていきます。駅やビル、道路等の

ハード面と、人のつながりや子育ての情報、地域の安心

感などのソフト面ーーその両方が、まちを形づくります。 

出された声は、これまで短編映画や物語になって、まちへ

発信されてきました。

一度の打ち上げ花火で終わる取組みは多い。それが8年間

続きました。オブザーバー企業として参加していたちょっと

株式会社さまの小島社長は、その事実に驚きました。ノウ

ナカノミライプロジェクト
―みんなでつくるまちの未来の物語

ストーリー 16

ハウは借りられても、熱量は借りられません。「その後の熱

量がないと続かない」、続いてきたのは「いたメンバーが良

かった」からではないか、と小島社長は言います。まちづく

りは「ハードのほうが注目されがち」だけれど、本当に変わる

のは「地域に住む人とか働く人の、ソフト面」だ、とも。だか

らこそ、いつか「大人になったら、自分たちがやっていたよ

うなことを子どもたちにもやってほしい」と願っています。

仕事も、年代も、住む場所も違う。共通点は、このまち

に関わっている、それだけ。その一点だけで、見知らぬ

者同士がゼロから関係を結んでいきました。決めるのは

行政でも誰か一人でもありません。テーブルを囲み、考

えや意見を付箋に書き出した全員です。

ナカノミライプロジェクトでは、役職や経験にかかわらず、

地域で働く一人の人間として、同じテーブルに着きます。

一参加者として加わる西武信用金庫の職員にとって、日

常から大切にしている姿勢そのものです。日常活動でも

お付き合いがある方とも、ここでは同じまちで働く一人と

して向き合える。だからこそ「地域で本当に働いている一

員なんだ」という想いがより深まります。そして、この場

で生まれたものを地域に伝え、自分たちのネットワークで

他のまちへ渡すのも、「我々に求められている役割」だと考

えています。 

現在、ナカノミライプロジェクトはひとつの節目に立って

います。短編映画というかたちはすでに整い、ここから新

たな取組みへ歩みだそうとしています。

小島社長にとって、西武信用金庫の職員の存在は特別で

はありません。地域の運動会にも神輿の担ぎ手にも、い

つもいる。初対面はたいてい営業店ではなく地域の活動。

名刺を後から見て支店長だったと知る。どの営業店の誰、

ではなく、このまちで見かける顔のひとり。「またいる

ね」ーーそう思われていることが、この8年間のいちばん

確かな手応えかもしれません。
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主な取組み一覧

●まちの未来を考える取組み「ナカノミライプロジェクト」への参加 
●地域の課題解決に向けた「まちづくり協議会」への参加　　　等 

地域の未来をつくる答えは地域の中にあると考えており、だからこそわたしたちは、地域の皆さまの声にしっかり耳を傾けながら、
一緒に考え、一緒に行動することを大切にしています。対話を重ねることで、新たな気づきや解決策が生まれ、より良い地域づくり
につながっていくと考えています。 

社会環境（地域社会や自然環境） ×透明性と共同の意思決定(対話する）における当金庫の取組み
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Human Capital Report 2026.3　～人的資本経営～

私たちが目指すもの私たちが目指すもの私たちが目指すもの

たがいに協力する“協創”へ

協同組合として、人や地域を“しあわせに、豊かに”することが私たちが目指すもの

「自分の利益のために自らの成長、拡大を優先する（＝競争）」から
「自分だけではなく、みんなも。誰ひとり取り残さない（＝協創）」へ

信用金庫（協同組合）の原点
「相互扶助」の理念
「自利利他」の精神

地域の人々がたがいに協力して集まったのが協同組合の原点

【私たちは地域に根を張る存在】
人や地域を“しあわせに、豊かに”することが使命 ⇒ 地域とともに繁栄する　　　

自分の利益だけを考え、他者を顧みないと・・・ ⇒ 結局、自分も生き残れない

経済合理性のみを追求した競争では、結局生き残れない。たがいに力を合わせ（協力し）て、成長しよう。
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人的資本の考え方

西武信用金庫の「人的資本経営」とは？西武信用金庫の「人的資本経営」とは？

人口が増加し、経済規模が拡大する時代にあっては
「誰が一番早く頂上にたどり着けるか」のスピード勝負

目標を会社が定め、方針にしたがって
職員（社員）が活動

「言われたことをきちんとやる」「言われたこと以上にやる」

活動目標は一人ひとりが考える（プロアクティブ）　⇒　事業計画は“積み上げ方式”

何が求められるか？自ら考え、行動する

役職員一人ひとりが“西武信用金庫（＝人的資本）”。組織はその集合体である

働きやすさ
能力向上
報酬体系
福利厚生

人的資本

お客さま側に立った評価指標

＊西武会
　当金庫のお客さまで構成する
　親睦組織　現在69支部

本格的な人口減少社会の到来
多様化するニーズ、課題に柔軟に対応する必要

会社

例えば「山下り」
・下りる場所は様々
・下り方は多種多様

売上目標

営業方針
利益目標

課題

課題

課題

課題

活動地域

課題 課題

活動地域

課題 課題

例えば「山上り」
・目指すのは“頂上”
・誰が一番早く登頂するか？

お客さま
決算黒字率

68.04％

投資信託運用
損益プラスのお客さま割合

88％
西武会＊会員数

6,398名
（前年比＋476名）

活動地域 活動地域

私たちの信用金庫（協同組合）は、人と人とが協力して集まった組織であり、会社（組織）があって、その組織のために人を集めるというも
のとは一線を画す存在です。そのため西武信用金庫は職員そのものであり、言い方を換えれば“職員こそ西武信用金庫”であると考えま
す。そのため西武信用金庫そのものである職員が安心して働くことができるようサポートすることこそ「人的資本経営」だと考えています。
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Human Capital Report 2026.3　～人的資本経営～

私たちの
取組み

西武信用金庫における人的資本への想いと具体的な取組みを開示します

Ⅴ

Ⅲ

Ⅶ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅵ

Ⅳ

Ⅷ

Ⅸ

ワークライフバランスのとれた働きかたの充実をはかります（就業制度）

安全で安心できる職場環境づくりを目指します（心と身体の健康への取組み）

やりがいをもって、力いっぱい働くための環境を充実させます（目標設定と評価）

職員の安心・豊かな暮らしを提供します（給与・手当）

お客さまや地域をしあわせにできる能力を磨くことをサポートします（育成・研修）

多くの人々が西武信用金庫で働くことができるようにします（採用）

思いやりのあふれる職場をつくります（ダイバーシティ＆インクルージョン）

性差なく活躍できる職場にします（女性活躍推進）

職員も家族も彩り豊かな生活が送れるようにします（福利厚生）

これまでの取組みの成果・職員のしあわせ度数

従業員数
2025.3末 2026.3末 

1,326名 1,382名
※グループ全体

従業員満足度 
2024年度 2025年度 

81％ 82％
※ エンゲージメントサーベイ調査による働きがいに対す
る満足度について「まあそうだ」「そうだ」と回答した職
員の割合
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ワークライフバランスのとれた働きかたの充実をはかります（就業制度）

安全で安心できる職場環境づくりを目指します（心と身体の健康への取組み）

年次有給休暇消化率 

2024年度 2025年度 

65.6％ 62.7％

健康診断受診率

2024年度 2025年度

100.0% 100.0%

特別休暇利用回数 
（のべ取得回数） 

2024年度 2025年度

4,017回 3,911回

ストレスチェック実施率

2024年度 2025年度

98.0％ 94.1％

時間外労働時間
（非管理職平均／月）

2024年度 2025年度

13.0時間 13.0時間

衛生管理者資格保有者数

2025.3末 2026.3末

19名 20名

職員のうち、
当金庫営業エリア内居住者の割合

2025.3末 2026.3末

94.4％ 94.0％

主な開示項目

主な開示項目

Ⅰ

Ⅱ

ワークライフバランスのとれた働きかたの充実をはかります（就業制度）

安全で安心できる職場環境づくりを目指します（心と身体の健康への取組み）

やりがいをもって、力いっぱい働くための環境を充実させます（目標設定と評価）

職員の安心・豊かな暮らしを提供します（給与・手当）

お客さまや地域をしあわせにできる能力を磨くことをサポートします（育成・研修）

多くの人々が西武信用金庫で働くことができるようにします（採用）

思いやりのあふれる職場をつくります（ダイバーシティ＆インクルージョン）

性差なく活躍できる職場にします（女性活躍推進）

職員も家族も彩り豊かな生活が送れるようにします（福利厚生）

西武信用金庫の想い

長い人生の中で、職員に仕事も私生活も充実した毎日を送ってもらいたい。
子育てや介護等、様々なライフイベントに対応できる働きかたを提供したい。

主な取組み

様々な特別休暇の創設と拡充に取り組んでいます。　
▶▶▶未利用分を次年度以降に持ち越せる有給休暇制度（＝積立保存休暇）・リフ
レッシュ休暇・メディカルケア休暇

時間外労働の減少に向けた取組みに励んでいます。　
▶▶▶労務管理システムの導入、稟議書・会議資料等のペーパーレス化推進

職住近接でゆとりある通勤の実現を目指します。　
▶▶▶地元出身者の採用、通勤時間を考慮した人員配置

職員の生活事情に合わせた柔軟な制度を提供しています。
▶▶▶パパ育休制度の積極推進、子の看護休暇、介護休暇、介護短時間勤務制度
の改正、時差勤務、フレックスタイム制、在宅勤務

未来への願い

効率化を促進し、さらなる時間外労働の削減を目指します。また、どのライフステー
ジでも安心して働き続けられる就業環境づくりを追求していきます。

西武信用金庫の想い

職員が心身ともに健康であり安心できる職場をつくっていきたい。
安全で安心できる職場環境を維持していきたい。

主な取組み

職員が健康的に働くことができる職場づくりを進めています。
▶▶▶くるみん認定の取得、健康経営優良法人認定、ストレスチェックの実施、ス
ポーツ施設との連携、保健師との面談、産業医による高ストレス者のフォ
ロー面談、健康セミナーやメンタルヘルスセミナーの実施、ウォークイベ
ントの実施　※ 「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

職員が心身ともに健康を維持できるよう積極的な補助を行っています。
▶▶▶職員向け団体３大疾病保障保険・団体長期障害所得補償保険（GLTD）への
加入、インフルエンザ予防接種補助、人間ドック補助、ブライダルチェック
の補助、プライバシーに配慮した名札

建物や設備等の積極的な更新等を通じて快適な職場環境づくりに取り組んでいます。
▶▶▶保谷・薬師駅前・本町通・田無支店新築、施設メンテナンス推進、ノート
PC・スマートフォン配付、オリジナルアロマの調香

季節に合わせて、快適で安全に働ける環境づくりを進めています。
▶▶▶クールビズ、ウォームビズ、熱中症対策用品の支給

ハラスメント防止に取り組んでいます。
▶▶▶管理者向け研修の実施、内部通報制度の浸透に向けた研修の実施

未来への願い

心身の健康を守る取組みをさらに進化させ、「健康で働き続けられる組織」を実現す
るため、予防・支援・環境整備への投資を継続していきます。
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やりがいをもって、力いっぱい働くための環境を充実させます（目標設定と評価）

職員の安心・豊かな暮らしを提供します（給与・手当）

Ⅲ

Ⅳ

西武信用金庫の想い

職員自身が“しあわせ”を感じ、不安のない豊かな生活を送ってもらいたい。
職員が“しあわせ”を感じられるよう手厚い処遇を実施していきたい。

主な取組み

担当する業務への手当を実施します。
▶▶▶渉外手当・職務手当の拡充

生活に関連する手当の拡充に取り組んでいます。
▶▶▶慶弔見舞金拡充、コロナ対応一時金、物価高対応一時金、相互扶助一時金、
新入職員入庫支度金、ひとり親手当、家族障がい者手当、職員貸付制度（奨
学金返済肩代り資金）、人的資本投資一時金、住宅手当

基本給のベースアップや初任給の引き上げに取り組んでいます。
▶▶▶昇給率7.64％（総合職・業務職）

未来への願い

職員が不安のない豊かな生活を送れるよう手厚い処遇を実施し続けます。

西武信用金庫の想い

お客さまや地域・仲間を大切にすることを評価したい。
周囲の真のニーズに基づく目標設定や上司・部下間の対話を増やしたい。

主な取組み

職員同士の関係性を良好にし、安心して働ける環境を充実させています。
▶▶▶社内コミュニケーションアプリ（Ourly）の導入、感謝を言葉にして届ける
カード（サンクスカード）の導入

お客さまや地域から選ばれるための様々な取組みを行っています。
▶▶▶数値重視の中期経営計画に代わる、言葉と対話を重視した中期経営“ビ
ジョン”の策定

お客さまや地域を豊かにすることに“働きがい”や“喜び”を感じる職員を育て、評
価する取組みを行っています。

▶▶▶お客さまの業績を職員の評価に加える評価制度、業績だけではない日頃の
活動・取組みを表彰する制度

本部から数字を要求するノルマ設定を撤廃します（一人ひとりの目標⇒各店舗の
目標⇒それを合算したものが金庫の目標）。～割り算から足し算へ～

▶▶▶担当者が自ら考え、掲げた自主目標を自身の行動計画とする、積み上げ式
の目標設定

一人ひとりの職員の声を尊重し、成長や働き方を支える取組みを積極的に行って
います。

▶▶▶人財育成シートを活用した上司による支援、人事考課者研修の実施、本部
スタッフによる支援、自己申告制度

未来への願い

お客さまの“しあわせ”が、職員の評価となることを追求していきます。

お客さまの決算黒字率

2025.3末 2026.3末

68.64％ 68.04％

総額人件費　（@）内は一人当たり

2024年度 2025年度

105.7億円
（＠842万円）

114.7億円
（＠894万円）

昇給率（総合職・業務職）

2024年度 2025年度

8.02％ 7.64％
男女賃金格差（非管理職職員）

2024年度 2025年度

84.3％ 67.4％
※男性職員の給与を100とした場合の割合

管理職に占める女性割合

2024年度 2025年度

9.5％ 14.1％

“顕著な取組み”の表彰件数

2024年度 2025年度

34件 111件
公正な評価に関する満足度

2024年度 2025年度

81.86％ 82.58％
自己申告の提出率

2024年度 2025年度

69.78％ 70.61％

主な開示項目

主な開示項目
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お客さまや地域をしあわせにできる能力を磨くことをサポートします（育成・研修）Ⅴ

西武信用金庫の想い

職員一人ひとりが他者を思いやり、お客さまの“しあわせ”が自分の“しあわせ”だと考
えられる心を育成したい。お客さまの悩みを解決するためのコストはすべて研修費
という意識のもと、実効性の高い研修や補助も行いたい。

主な取組み

職場内や研修等での対話増加に取り組んでいます。
▶▶▶各種研修における対話の重視、マンツーマンリーダーによる新入職員フォ
ロー、職員旅行への奨励金支給、海外研修の実施、近隣店舗間の助け合い
制度導入、本部職員による融資案件支援等

金庫内外での多種多様な研修、就労環境を提供しています。
▶▶▶若手職員の林業体験研修、田植え・稲刈り研修、eラーニングシステムの導
入、本部内でのトレーニー、出向派遣（行政・取引先企業・ＮＰＯ等）、出向
受入（行政・金融機関・取引先企業等）

通信講座、検定試験や資格取得への補助を行っています。
▶▶▶任意通信講座修了者半額補助、金庫所定の検定試験合格者全額補助、各種
資格取得後の奨励金支給、若手職員に対する新聞購読料負担

未来への願い

お客さまや地域の“しあわせ”を自分ごととして考えられる心を育み、努力できる人財
の育成を途絶えることなく時間をかけて実施します。

多くの人々が西武信用金庫で働くことができるようにします（採用）Ⅵ

西武信用金庫の想い

心のふれあいによってもたらされる“しあわせ”に共感してもらえる人に、一人でも多
く仲間になってもらいたい。

主な取組み

西武信用金庫に興味を持ってもらいます。
▶▶▶インターンシップ、大学と連携した企業紹介、アルムナイ交流会の実施

共感を重視した採用活動を行います。
▶▶▶採用ホームページや会社説明会の充実、1対1の対面面接による応募者の想
いを丁寧に受け止める採用

様々なキャリアを持った方の採用を行います。
▶▶▶アルムナイ採用、リファラル採用、専門人財の採用の実施

入庫内定者を手厚くフォロー、入庫までの不安を払拭します。
▶▶▶入庫前アルバイト採用、内定者向け懇親会および当金庫2大イベント（東京
発！物産・逸品見本市、ビジネスフェア）見学会の実施、各種イベント（バー
ベキュー、研修体験等）への参加

未来への願い

共感を広げる取組みやツールを充実させ、働きたくなる金庫を目指します。

研修時間

2024年度 2025年度

3,971時間 4,457時間

入庫3年以内の離職率

2024年度 2025年度

25.9％ 24.8％
キャリア採用・アルムナイ採用者数

2024年度 2025年度

7名 7名
インターンシップ参加者数

2024年度 2025年度

198名 242名

金庫全体の離職率

2024年度 2025年度

4.38％ 3.42％

研修費

2024年度 2025年度

69,343千円 127,331千円
外部セミナー・研修への参加者数

2024年度 2025年度

153名 205名
対話集会の実施回数
(意見交換会)

2024年度 2025年度

12回 6回
（※会場集約のため）

資格保有者数

2025.3末 2026.3末
中小企業診断士

31名
宅地建物取引士

113名

中小企業診断士

33名
宅地建物取引士

119名

主な開示項目

主な開示項目
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思いやりのあふれる職場をつくります（ダイバーシティ＆インクルージョン）Ⅶ

西武信用金庫の想い

信用金庫のルーツである相互扶助の精神で、職員同士がたがいの個性を認め合い、
誰もが活躍できる職場をつくりたい。ダイバーシティ（仕組みづくり）だけで終わらせ
ず、多様性のある人々がともに活躍できること（インクルージョン）を大切にしたい。

主な取組み

異業種経験者や障がい者採用に取り組みます。
▶▶▶メディア、ベンチャーファンド、保険会社の出身者等

障がい者等への理解促進に取り組みます。
▶▶▶ダイバーシティ＆インクルージョン研修、障害者差別解消法研修、店舗設
備のバリアフリー化、認知症サポーター全店配置等、特例子会社（西武しん
きんパートナー株式会社）の設立、車いす体験プログラム

シニア職員の活躍に取り組みます。
▶▶▶定年再雇用制度の見直し、証券会社ＯＢ・公務員ＯＢの採用（若手職員の指
導役）、永年の経験を活かし職員やお客さまをサポートする役割の設置（幕
賓役・カスタマーアテンダント担当）

未来への願い

多様な個性が自然に受け入れられ、誰もが自分らしく活躍できる職場を実現してい
きます。

みんながそれぞれの個性と能力を発揮できることこそ

真のダイバーシティ＆インクルージョン
だと考えます

障がい者新規採用数

2024年度 2025年度

6名 7名
ユニバーサルマナー検定・

認知症サポーター資格保有者数

2025.3末 2026.3末

1,031名 1,151名
65歳以上継続雇用率

2024年度 2025年度

84.6％ 88.9％
60歳定年時再雇用率

2024年度 2025年度

100.0％ 96.2％
障がい者雇用率

2024年度 2025年度

2.5％ 3.1％

主な開示項目
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性差なく活躍できる職場にします（女性活躍推進）

職員も家族も彩り豊かな生活が送れるようにします（福利厚生）

Ⅷ

Ⅸ

西武信用金庫の想い

地域社会で我々西武信用金庫がお客さまや地域から選ばれ続けるために、男性中心の
意思決定から脱却し、公平に働ける制度や成長する機会を拡充し、女性による意思決
定や活躍の機会を増やしたい。

主な取組み

女性の役職への登用に向けた取組みを行います。
▶▶▶女性の活躍に向けた各種研修の実施、女性活躍推進法に基づく厚生労働大
臣認定「えるぼし」取得

男女ともに育児休暇の取得増加に向けて取り組んでいます。
▶▶▶イクメン・イクボス宣言活動の実施、暮らしの相談センター長・事務長の
配置

短時間勤務制度等、働きやすい制度の拡充に取り組んでいます。
▶▶▶柔軟な働き方を実現するため、育児のための時差勤務制度、育児短時間勤
務制度の改正（小学校卒業まで延長）、介護短時間勤務制度の改正、制服の
廃止

今までの経験やキャリアを踏まえた働き方を提供します。
▶▶▶暮らしの相談センターの設置、暮らすメイト担当の配置

未来への願い

制度や登用だけではなく、男性職員の理解も含めた意識改革も追求します。

西武信用金庫の想い

職員も職場を離れれば地域の住民であり、家族も含めた職員の生活を彩り豊かなも
のにしてもらいたい。

主な取組み

職員やその家族の将来を支える“お金の安心”に備える仕組みを整えます。
▶▶▶ライフデザインセミナーの開催、全国信用金庫厚生年金基金への加入

福利厚生サービスや福利厚生施設の拡充に取り組んでいます。
▶▶▶リロクラブや屋内スポーツ施設、スポーツクラブとの提携拡充（9施設）

職員同士のつながりの充実に取り組んでいます。
▶▶▶職員同士の懇親のために費用補助、職員組合主催のいちご狩りやボウリン
グ大会等

サークル活動の拡充に取り組んでいます。
▶▶▶各種サークル活動への支援（サッカー部、野球部、テニス部、バスケットボー
ル部、卓球部、バレーボール部、陸上競技部、軽音楽部、駅伝協創部等）

未来への願い

職員とその家族がさらに彩り豊かな生活を送れるようにサポートを充実させます。

新卒採用時男女比率

2025.3末 2026.3末

男性：48.8％
女性：51.2％

男性：55.2％
女性：44.8％

出産に伴う退職者

2024年度 2025年度

0名 0名
育児短時間勤務制度利用者数

2025.3末 2026.3末

63名 69名
役職への登用

2024年度 2025年度

男性：67.3％
女性：32.7％

男性：45.2％
女性：54.8％

育休取得率

2024年度 2025年度

男性：100.0％
女性：100.0％

男性：100.0％
女性：100.0％

主な開示項目

福利厚生施設の利用者数

2024年度 2025年度

148名 153名

福利厚生に関する満足度

2024年度 2025年度

65.66％ 70.44％

職員組合主催行事の参加者数

2024年度 2025年度

842名 855名

主な開示項目
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＊  田無支店は、建替えリニューアルに伴い、一時移転中です。

＊

東京都
本 店 中野区中野2-29-10 ☎（03）3384-3775

鷺 宮 支 店 中野区若宮3-16-11 ☎（03）3330-2321

本 町 通 支 店 中野区中央3-1-1 ☎（03）3362-1231

中野北口支店 中野区新井2-30-1 ☎（03）3387-5161

薬師駅前支店 中野区新井5-29-1 ☎（03）3386-2181

東 中 野 支 店 中野区東中野5-3-5 ☎（03）3368-0171

北 新 宿 支 店 中野区東中野5-3-5 ☎（03）3368-0171

高田馬場支店 中野区東中野5-3-5 ☎（03）3368-0171

神 田 支 店 千代田区神田須田町1-8-4 陽友神田ビル2F ☎（03）3251-5111

日本 橋 支 店 中央区日本橋3-1-2 NTA日本橋ビル2F ☎（03）5201-3011

虎ノ門 支 店 港区西新橋2-14-1 興和西新橋ビルB棟 ☎（03）3580-2677

日テレ通り支店 港区西新橋2-14-1 興和西新橋ビルB棟 ☎（03）3580-2677

新江古田支店 新宿区西落合4-25-8 ☎（03）5988-5651

飯 田 橋 支 店 新宿区新小川町1-8 こだまビル3F ☎（03）3269-5711

本 郷 支 店 文京区本郷5-24-1 永島ビル3F ☎（03）3830-0431

中 目 黒 支 店 目黒区東山1-6-11 ☎（03）3719-0611

渋 谷 営 業 部 渋谷区宇田川町3-5 Spark SHIBUYA2F ☎（03）6450-5681

三軒茶屋支店 渋谷区宇田川町3-5 Spark SHIBUYA2F ☎（03）6450-5681

千駄ヶ谷支店 渋谷区千駄ヶ谷5-18-18 ☎（03）3341-4101

恵 比 寿 支 店 渋谷区恵比寿西1-20-2 ☎（03）3461-6106

五 反 田 支 店 渋谷区恵比寿西1-20-2 ☎（03）3461-6106

幡ヶ谷 支 店 渋谷区本町6-36-5 ☎（03）3376-3321

原 宿 支 店 渋谷区神宮前4-30-4 エムズクロス表参道6F ☎（03）3479-1111

渋 谷 東 支 店 渋谷区東1-25-4 ☎（03）6712-6840

阿佐ヶ谷支店 杉並区阿佐谷北4-23-7 ☎（03）3337-3221
（暮らしの相談センター）

荻 窪 支 店 杉並区荻窪5-28-16 ☎（03）3393-1521

浜 田 山 支 店 杉並区浜田山3-26-16 ☎（03）3313-8201

久 我 山 支 店 杉並区久我山4-2-2 ☎（03）3332-3301

杉 並 営 業 部 杉並区上荻4-29-15 ☎（03）3301-7111
（暮らしの相談センター）

阿佐ヶ谷南支店 杉並区阿佐谷南3-32-18 ☎（03）3391-7111

西 荻 窪 支 店 杉並区西荻南3-8-6 ☎（03）3335-7111

下 井 草 支 店 杉並区井草1-1-1 ☎（03）3394-2311

荻窪西口支店 杉並区上荻1-16-4 ☎（03）3220-2111

池 袋 支 店 豊島区南池袋2-28-13 KHK池袋ビル3F ☎（03）5955-3101

大 泉 支 店 練馬区大泉学園町7-15-7 ☎（03）3921-6711

北 野 支 店 八王子市北野町545-3 ☎（042）645-3241

楢 原 支 店 八王子市楢原町629-1 ☎（042）626-7911

八 王 子 支 店 八王子市八日町1-11 ☎（042）620-3111

幸 町 支 店 立川市幸町2-11-34 ☎（042）537-3101

立川南口支店 立川市柴崎町3-5-15 ☎（042）529-1311

武 蔵 境 支 店 武蔵野市境1-15-14 ☎（0422）53-5011

吉 祥 寺 支 店 武蔵野市吉祥寺本町2-4-14 ☎（0422）22-5141

三 鷹 支 店 三鷹市下連雀4-17-9 ☎（0422）47-3281

河 辺 支 店 青梅市師岡町4-12-2 ☎（0428）24-1171

千ヶ瀬 支 店 青梅市千ヶ瀬町4-327-2 ☎（0428）24-1411

三ツ原 支 店 青梅市藤橋3-3-1 ☎（0428）31-1581

府 中 支 店 府中市宮町1-40 KDX府中ビル5F ☎（042）336-6001

拝 島 支 店 昭島市松原町4-11-17 ☎（042）541-1120

昭 島 支 店 昭島市昭和町1-14-10 ☎（042）541-3421

中 神 支 店 昭島市中神町1169-1 ☎（042）546-3211

柴崎駅前支店 調布市菊野台3-1-14 ☎（042）482-8181

町 田 支 店 町田市原町田3-7-13 ☎（042）722-8031

小 平 支 店 小平市学園東町1-4-29 ☎（042）341-5131

花小金井支店 小平市花小金井4-33-8 ☎（042）463-2711

東 村 山 支 店 東村山市栄町2-18-5 ☎（042）391-0301

西国分寺支店 国分寺市日吉町3-24-40 ☎（042）575-5811

福 生 支 店 福生市福生768 ☎（042）551-1211

牛 浜 支 店 福生市牛浜95 ☎（042）552-6611
（暮らしの相談センター）

東 大 和 支 店 東大和市狭山4-1394-1 ☎（042）562-4111
（暮らしの相談センター）

桜 街 道 支 店 東大和市上北台3-452-17 ☎（042）563-6711

東久留米支店 東久留米市本町3-10-8 ☎（042）475-5311

村 山 支 店 武蔵村山市本町2-91-1 ☎（042）560-3421

羽 村 支 店 羽村市羽東1-14-11 ☎（042）554-4611

小 作 支 店 羽村市小作台1-11-12 ☎（042）555-0411

五 日 市 支 店 あきる野市五日市135 ☎（042）596-1811

秋 川 支 店 あきる野市秋川1-3-1 ☎（042）558-1311

保 谷 支 店 西東京市保谷町3-24-24 ☎（042）462-3661

田 無 支 店 西東京市保谷町3-24-24（保谷支店内） ☎（042）463-1111

瑞 穂 支 店 西多摩郡瑞穂町大字箱根ヶ崎2228-1 ☎（042）556-0171

長 岡 支 店 西多摩郡瑞穂町長岡2-3-1 ☎（042）557-2212

日 の 出 支 店 西多摩郡日の出町大字平井2031-1 ☎（042）597-6911

埼玉県
狭山ヶ丘支店 所沢市若狭4-2487-11 ☎（04）2949-3621

入 間 支 店 入間市久保稲荷4-1-21 ☎（04）2966-1511
（暮らしの相談センター）

神奈川県
橋 本 支 店 相模原市緑区西橋本2-4-12 ☎（042）700-6011

矢 部 支 店 相模原市中央区矢部2-29-5 ☎（042）786-1011

インターネット
東京プライベートネット支店

本・支店 （76）

本部

店舗等一覧　2026年7月現在

東京都中野区中野2-29-10 ☎（03）3384-6111
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出張所（ATMコーナー）

横浜市

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区 台東区
墨田区

江東区

品川区

目黒区

大田区

世田谷区

渋谷区

中野区

杉並区

豊島区

北区

荒川区

板橋区

練馬区

足立区

葛飾区

江戸川区

八王子市

立川市
武蔵野市

三鷹市

青梅市

府中市

昭島市

調布市

町田市

小金井市

小平市

日野市

東村山市

国分寺市

国立市

西東京市福生市

狛江市

東大和市

清瀬市

東久留米市武蔵村山市

多摩市 稲城市

羽村市
瑞穂町

日の出町

檜原村

奥多摩町

あきる野市

流山市

浦安市

川崎市

厚木市厚木市
大和市大和市

海老名市

座間市座間市

清川村清川村

相模原市

愛川町

さいたま市さいたま市

川越市

川口市川口市

所沢市

飯能市 狭山市 草加市草加市

越谷市

蕨市蕨市

戸田市戸田市入間市 朝霞市

志木市志木市

和光市

新座市新座市

八潮市八潮市

富士見市富士見市

ふじみ野市ふじみ野市

三郷市

日高市

三芳町

吉川市名栗村

神奈川県神奈川県

埼玉県

東京湾東京湾

東京

品川

渋谷

新宿

池袋

中野三鷹

調布

立川
拝島

八王子

橋本

■営業地区
東京都（島しょ地域を除く）　
埼玉県： 所沢市、新座市、入間市、飯能市（旧入間郡名栗村を除く）、朝霞市、和光市、狭山市、日高市、川越市、鶴ヶ島市、

入間郡毛呂山町、入間郡三芳町　
神奈川県：川崎市、横浜市港北区、都筑区、鶴見区、相模原市、愛甲郡愛川町

●店舗地図

弥生町出張所 中野区弥生町3-17-1
ライフ西大泉店内出張所 練馬区西大泉3-16-20
アルプス甲の原店内出張所 八王子市中野町2689-3
コピオ楢原店内出張所 八王子市楢原町1818-15
コピオ長房店内出張所 八王子市長房町340-12
立川病院出張所 立川市錦町4-2-22
新川出張所 三鷹市新川6-11-7
ザ・ビッグ昭島店内出張所 昭島市宮沢町500-1
昭島市役所出張所 昭島市田中町1-17-1
サンドラッグ小金井梶野町店内出張所 小金井市梶野町1-7-32
昭和病院出張所 小平市花小金井8-1-1
スギ薬局福生熊川店内出張所 福生市熊川158-1
マルフジ南田園店内出張所 福生市南田園2-15-1
バリュー牛浜店内出張所 福生市牛浜120-2
福生市役所出張所 福生市本町5

西友福生店内出張所 福生市東町5-1
マルフジ福生店内出張所 福生市武蔵野台1-9-8
ザ･マーケットプレイス東大和店内出張所 東大和市立野3-1344-1
東久留米市庁舎出張所 東久留米市本町3-3-1
イオンモールむさし村山店内出張所 武蔵村山市榎1-1-3
西友羽村店内出張所 羽村市五ノ神1-8-14
コピオ羽村店内出張所 羽村市神明台2-3-13
コピオあきる野店内出張所 あきる野市秋留2-3-2
あきる野草花出張所 あきる野市草花1572-2
田無支店仮出張所 西東京市田無町5-2-3
ジョイフル本田瑞穂店内出張所 瑞穂町大字殿ヶ谷442
イオンモール日の出店内出張所 日の出町大字平井字三吉野桜木237-3
日の出町役場出張所 日の出町大字平井2780
イオン入間店内出張所 入間市上藤沢462-1
コピオ相模原インター店内出張所 相模原市緑区向原4-2-3
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2026年7月発行

表紙の風景
千駄ヶ谷周辺の様子（2026年3月）

西武信用金庫は｢21世紀金融行動原則｣の署名機関です

米田幸次郎翁の胸像（千駄ヶ谷支店内）
米田翁は、関東大震災の復興に尽力した、有限会
社千駄ヶ谷町信用組合（信用金庫の前身）の創設
者の1人です。1956年には、西武信用金庫の
ルーツのひとつ、渋谷信用金庫の初代理事長に
就任し、「互いに助け合う」という理念のもと、地
域の振興に努めました。

東京都中野区中野2-29-10
Te l :（03）3384 -6111〈代表〉

協同組合の取組み
2025年4月1日～2026年3月31日

“Cooperative Report”
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